
令和４年度          学校教育目標「よりよい自分を求め、自立できる 生徒の育成」 

感動の体育祭！ 
９月２５日（日）、さわやかな秋晴れの下、令和４年度高月中学校体育祭を盛大に行いました。２３日（金）か

らの雨天のため、２日延期しての実施となりました。 

今年の体育祭のテーマは、「SHOW TIME ～翔・勝・笑～」です。このテーマには、「勝利という大きな目

標に向かってクラスや団で団結し、今以上の友情の絆を掴み取ろう」という思いが込められています。これま

で、この体育祭に向け、１学期に団編成を行い、特に３年生が中心となって夏季休業中にいろいろと計画や

準備をしてくれました。２学期になり、９月９日（金）の結団式を経て、体育祭当日まで団結種目や学年種目の

練習、そして応援パネルや団旗などの制作を進めてくれました。３年生の団長・副団長をはじめ、よさこいや

競技担当のリーダーたちが、１・２年生をうまくリードし、団の絆を深めながら、当日はすばらしい発表を見せ

てくれました。 

私は、開会式で、「最後まで全力プレー、全力疾走」「チームワーク」の二つを伝えました。最初の「最後まで

全力プレー、全力疾走」では、勝ち負けに関係なく最後まであきらめずに精いっぱい頑張ってほしいこと、そ

して「チームワーク」では、「一人の百歩より、百人の一歩」の言葉を引用し、団体種目では互いに心を一つに

して、力を合わせることで、喜びと感動のある体育祭にしてほしいことをお願いしました。自己ベストを目指

して最後まで走りぬいたチャレンジタイム、団対抗で足並みをそろえて記録に挑戦した大縄跳び、団のチーム

で力を合わせてボール集めを競った生徒会種目の「そろえてボール」、学級対抗で競い合った「台風の目」、そ

して本校の２０年以上にわたる伝統として、団の総力をあげて演舞した「よさこいソーラン」。また、各学級の

思いや願いのつまった「応援パネル」と団旗。どれをとっても、生徒たちの一生懸命な姿やチームで力を合わ

せる場面がいたるところで見られ、本当に実り多い体育祭になりました。生徒の皆さん、本当にお疲れさま

でした。そして、大きな感動をありがとうございました。競技の世界なので勝ち負けをつけなければなりませ

んでしたが、どの団、どの学級も完成度が高く、正に優劣をつけがたいものでした。次は、１０月７日（金）の文

化祭です。この体育祭を通して得た「絆」や「チームワーク」を更に発展させてほしいと願っています。 

 体育祭の各部門の表彰者は以下のとおりです。  ※個人情報の取り扱いにご留意ください。 

※団編成・・・赤団：３C、２A、１A  黄団：３A、２B、１C  青団：３B、２C、１B 

<団対抗種目＞ 

☆大縄跳び・・・青団  ☆団対抗リレー・・・黄団  ☆生徒会種目・・・青団     

☆よさこい・・・赤団  ☆団総合優勝・・・赤団 

＜学級対抗種目＞ 

☆台風の目・・・１年：C組  ２年：A組  ３年：A組 

☆応援パネル・・・１年：A組  ２年：B組   ３年：C組 

＜個人種目＞☆チャレンジタイム  （敬称略） 

 １００ｍ男子・・・１年：三浦 颯馬、２年：山根 悠晶、３年：宮部 慎士 

 １００ｍ女子・・・１年：西嶌 鼓美、２年：安済明日菜、３年： 岡 真愛 

 ２００ｍ女子・・・２年： 桐 渚紗 

 ８００ｍ男子・・・１年：平川 蒼太、３年： 村 龍威 

 ８００ｍ女子・・・１年： 原 綾乃、２年：井上 碧 

高月中だより 
＜校訓＞ 
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７日 （金） 文化祭 
１０日（月） スポーツの日 
１３日（木）１４日（金） ３年実力テスト 
１４日（金） 中体連秋季大会、市吹奏楽祭 
１５日（土） 中体連秋季大会予備日 
１８日（火） 避難訓練、字会 
２０日（木） 学校運営協議会 
２１日（金） 中間テスト 
２２日（土） 中間テスト、高月小中クリーン作戦 
２４日（月） 振替休業日 
２６日（水）～２８日（金） ３年三者懇談会 
２７日（木） ２年校外学習、１年郷土学習 
２９日（土） 漢字検定試験 

１０月の主な行事 

キュビナ実証事業の成果について 

 前号でもお伝えしました AI型学習教材Qubena（キュビナ）に関わる実証事業において、夏休み期間

中に生徒たちが取り組んだ成果を測るため、学習の習得状況の調査結果が示されました。調査教科は数

学で、夏休み前後で正答率の変化を診るものです。問題数は、１・２回目とも同数の、１年生２３問、２年生

１９問、３年生２５問で、同じ系列の異なる問題での調査でした。 

結果として、正答率平均の比較では、１年生は１回目 60.4%が２回目 65.7%に、２年生は１回目

55.5%が２回目 70.8%に、３年生は１回目 65.6%が２回目 76.9%にと、どの学年も習得状況の改

善が見られました。この結果から、キュビナに取り組んだことで、知識・技能面で一定の成果が出たと考え

られます。授業を中心とした思考・判断・表現力を伸ばす学習とキュビナなどのタブレット端末を活用した

学習の最適な組み合わせが今後なお一層求められると言えます。 

新型コロナウイルスの感染状況等により、

中止や延期になる場合があります。 


